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取り組み」「物理的近接性」であった。また、変数が変数を媒介しているかどうかについては Baron & 
Kenny (1986)により提唱された媒介効果を検証する方法により分析している。その結果、「障害者雇用
への組織的取り組み」は、「負担感と責任回避」によって媒介され、同僚援助行動である「教育助言」
に対し間接的に影響を与えていたことを明らかにしている。さらに著者は、「職場環境に関する変数は、
職場同僚の援助行動と関連があるのか」及び「職場同僚の援助行動に関する認識は、職場環境に関する
変数と職場同僚の援助行動との間を媒介しているのか」について、職場環境に関する変数として「障害
者雇用への組織的取り組み」「物理的近接性」を抽出し、変数が変数を媒介しているかどうかについて
分析している。そして最終的に、職場環境の「組織的取り組み」と「配慮と育成」の間を「負担感の低
さと期待」が正の方向で、「本人と関わることへの不安」が負の方向で媒介している可能性があること
を示している。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
本研究の特に優れている点をまとめると、同僚による援助行動が働く知的障害者の職業適応、特に当
事者の職務満足に効果を及ぼしている可能性があること、同僚援助提供認識と同僚援助行動には有意な
関連があること、職場環境と同僚援助行動において同僚援助提供認識が媒介している可能性があること
を、同僚と支援者の双方のデータを駆使して実証した点であり、これらは国際的な職業リハビリテーシ
ョン研究領域では極めて新しい知見である。 
平成２９年１月１７日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（生涯発達科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
